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 [公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してくだ
さい。） 

1. プログラムの概要 

近年、我が国の産業競争力が低下している。その主要な原因は、我が国の強みである高い技術の蓄積
を、新しい社会的価値の創造に結びつけられなかったことにある。製品やサービスがもたらす社会的価
値の本質は、それを手にした人々が、「便利、楽しさ、健康、豊かさ」といった、根元的な価値を広く共
有できることにある。さらに、その価値は、作り手が受け手に一方的に伝えるものではなく、「受け手の
望み」と「作り手の思い」のやりとりの中で形づくられる。この「受け手の望み」は具体的な形を持た
ないことも多く、製品やサービスに触れる中で、変化したり、新たな望みが生まれてきたりもする。こ
の捉えどころの無い「受け手の望み」を、絶え間なくくみ取って、新しい製品やサービスの提供に結び
つける循環こそ、社会的価値を創造するプロセスそのものである。 

我々は、以下の2つの理由から、この循環を組織的に作り出すためには、新しい学問領域が必要と考
える。第1に、社会的価値を創造するためには、「便利、楽しさ、健康、豊かさ」といった、より根元的
な価値を担う、工学（便利）、情報科学（楽しさ）、医学（健康）、経済学（豊かさ）の方法論が必要であ
ること。第2に、循環を生み出すためには、受け手の望みを、実世界の様々な現象の観測などを通じて
ディジタルデータとして「取得」し、これを情報技術を利用して「解析」し、解析の結果を新たな製品
やサービスとして「実装」して社会に働きかけるという、3 つの機能（取得、解析、実装）を総合する
必要があること。言いかえれば、工学、情報科学、医学、経済学の分野に跨り、実世界データの「取得、
解析、実装」を扱う学問領域が必要である。 

我々はこの学問領域を「実世界データ循環学」と呼び、この学問領域において、新しい社会的価値を
創造するリーダー人材を養成する。養成する人材は、工学、情報科学、医学、経済学に跨る幅広い技術
群を俯瞰し、それらの組み合わせに循環を見出し、それらを繋ぐことで循環を生み出すことができる人
材、言うなれば「循環に気付き（きづき）、循環を築く（きずく）」人材である。 

本プログラムでは、4 研究科に跨る、機械・人間・社会を対象にした、データ取得の学理を横断的に
学ぶとともに、それらの解析に共通する数理手法を体系的に学ぶ。さらに多くのケーススタディを行う
ことで、様々な学問領域で研究されている「実世界データ循環」を俯瞰する力を養う。豊富な海外経験
や産業現場の経験を通して、この俯瞰力を確固たるものにしつつ、実世界データ循環による社会的価値
創造に寄与しうる博士論文研究を行うことで、「実世界データ循環」を構築する力を得る。このようなプ
ログラムを高い意欲と学力を持った学生に対して実施することで、産業界における将来の研究リーダー
候補を養成する。 

2. プログラムの特色 

 自動車・航空産業等、広い裾野を持つ地域製造業とのつながりを活かし、「新しい社会的価値の創造」
というビジョンを広く産業界と共有し、研究重視から価値重視への大学院教育改革を目指す。そのため
に、産業界から多くの分担者を迎え、学位プログラムに社会的価値の視点を導入する。講義と研究を補
完し、俯瞰力を確固たるものにする教授方法として、場を与え、経験を評価する「実世界ワーク」を行
う。これは、学生を様々な「場」に派遣して日常的な活動報告を求め、それに対して学内外の関係者が
SNSを活用して議論・コメントを行う（eアゴラ）ことで、経験的な知識や俯瞰力を身につけさせるロー
ルプレイ型教授方法である。この「場」として、アジアの製造拠点都市と最先端海外研究室を設定する
ことで、国際的産業分業を経験し、技術的視点だけでなく、国際社会の視点からも循環を俯瞰できる人
材を養成する。SNS とポートフォリオシステムを連携・活用し、学修履歴を担当者全体で共有し、開か
れた学位審査により質を保証するとともに、その一部を社会に公開することで、学位評価の視点をピア
レビューからソーシャルレビューにシフトさせる。 

3. プログラムの優位性 

中部地区は、製造業を中心とした世界に類を見ない産業集積地であり、名古屋大学と産業界とは人材

供給や連携活動を通じて密接な関係を歴史的に培ってきた。次世代の製造産業に対する危機感と、社会

的価値を創造する人材の必要性に対する、養成側と採用側の一致した強い思いこそが、本プログラムの

最大の優位性である。グリーンモビリティ連携研究センター、予防早期医療創成センターなど、具体的

な出口に向かって学問領域を越えて協働する教員ネットワークを、提案する学問領域にすでに有するこ

とも、優位な点である。関係専攻は、グローバルCOE（2件）、組織的若手海外派遣（3件）、頭脳循環

活性化事業、世界展開力強化事業（2件）を通じて大学院の国際化を推進しており、自動車技術サマー

コースNUSIPのように国際的に高い人気を誇るコンテンツも、グローバルな人材養成に活用できる。 
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[公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コース
ワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、国際性あ
る研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなどについて、学
位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先機関があるも
のについては、それらも含めて記入してください。） 
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